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１ 趣旨

神奈川県スポーツ推進計画（エンジョイ・スポーツ！ かながわプラン）は、令和２
(2020)年度に総合的な評価及び計画内容の見直しを行う予定であったが、新型コロナウ
イルス感染症の影響等により、見直し時期を令和４(2022)年度に変更した。

８月に開催した前回の本審議会において、素案（たたき台）について議論いただいたが、
今回は修正素案（たたき台）について議論いただきたい。
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２ これまでの経過

○令和３年12月24日 第20回神奈川県スポーツ推進審議会
→ 見直しの考え方について審議

○令和４年２月29日 第21回神奈川県スポーツ推進審議会
→ 骨子案について審議

○令和４年７月12日 国際文化観光・スポーツ常任委員会
→ 見直し骨子案を報告

○令和４年８月29日 第22回神奈川県スポーツ推進審議会
→ 見直し素案について審議

○令和４年９月28日 国際文化観光・スポーツ常任委員会
→ 見直し素案を報告

○令和４年11月21日 第23回神奈川県スポーツ推進審議会（本審議会）
→ 見直し修正素案について審議
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３ 見直し計画の概要

(1) 名称
神奈川県スポーツ推進計画(エンジョイ・スポーツ！ かながわプラン)

(2) 計画策定
平成29年（2017）３月
令和 ５年（2023）３月（見直し）

(3) 計画の目標年度
令和７（2025）年度
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４ 見直し修正素案の概要

Ⅰ 計画策定の考え方
１ スポーツの意義と効果
２ 計画策定及び見直しの趣旨
３ 計画の位置付け
４ 計画の目標年度
５ 計画における「スポーツ」の

捉え方

Ⅱ スポーツを取り巻く現状と課題
１ 社会の動向
２ 本県におけるスポーツの状況
３ 計画の総合的評価

Ⅲ スポーツ推進の展望
１ 基本目標
２ 数値目標
３ 施策の基本的な方向

Ⅳ スポーツ推進の施策展開
１ スポーツ推進の施策・事業体系
２ スポーツ推進に向けた施策・事業
視点１ 誰もが生涯を通じて楽しめるスポーツ

活動の推進
視点２ スポーツ活動を拡げる環境づくりの推進
視点３ スポーツの持つ力による地域活性化、

共生社会の実現
３ 施策の総合的かつ計画的な推進のために必要な事項
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５ 見直しのポイント
(1) 東京2020大会による影響

東京2020大会などによる県民のスポーツに関する意識の高まりを反映する。
(2) 新型コロナウイルス感染症等の影響

新型コロナウイルス感染症の拡大により東京2020大会が延期になるなど、スポーツに
関する社会環境の変化を反映する。

(3) 国の動向の反映
国の「第３期スポーツ基本計画」を参酌して見直しを行う。

(4) 最新の動向の反映
令和４年度に実施する「県民の体力・スポーツに関する調査」において県民の体力・ス
ポーツの意識や実態の推移を把握し反映する。

(5) 県民意見等の反映
令和４年度に実施する県民意見募集及び市町村意見照会の実施結果を反映する。
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６ 素案からの主な変更点①、②

変更点① 「主な取組み」の具体的な内容を記載
（例）

変更点② 「視点③ スポーツの持つ力による地域活性化、スポーツの持つ力
による共生社会の実現」の「施策の目標・達成度の指標」を記載
（※前回素案では「検討中」としていたものを記載）

【主な取組み】

ア 家庭での遊び・運動の推進
○ 子ども向け3033運動の推進

親子で取り組める体操リーフレットなどの配布により、親子や家族で
取り組む3033運動を推進し、保護者と一緒に楽しむスポーツを奨励します。

今回記載

前回素案
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６ 素案からの主な変更点③
変更点③（その他）
○計画の総合的評価の「（４）施策の目標の達成状況について」における各目標の達成状況に、
年度ごとの実績を追加（Ｐ27～35）

○「６ アスリートの育成」の達成度の指標（神奈川育ちのオリンピアン・パラリンピアンの人数）に、
オリンピアンに加えパラリンピアンの人数を記載（Ｐ59）

○その他文言の表記の統一や数値の更新など、所要の修正
・「Ⅲ スポーツ推進の展望」の「１ 基本目標」中の後段部分を分かりやすい文章に修正（Ｐ36）
（修正後）
今後は、スポーツが持つ「人と人をつなぐ力」や「新しいコミュニティを創出する力」を活用し、地域課題の解決に向

けて取り組んでいくこととし、誰もがスポーツに親しむことができる生涯スポーツ社会の実現を引き続き目指すとともに、
スポーツの持つ力による地域活性化や共生社会の実現を目指していきます。

・「新型コロナウイルス感染症の影響により」（文言統一）、「Ｐ10（図表２）通勤時間の平均・
（図表３）睡眠時間の平均」（数値更新）など
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７ 素案に対する県民意見募集及び市町村意見照会の実施結果
１ 県民意見件数：110件 市町村意見件数：９件
２ 意見の内訳

意見内容区分
件数

県民 市町村
１ スポーツ推進計画全般について 14件 ５件
２ 楽しみながら行うスポーツへのきっかけづくりについて ２件 ０件
３ スポーツに親しむ意欲や態度の育成について 23件 ０件
４ スポーツを行う習慣の確立について 10件 ０件
５ スポーツを通じた健康・生きがいづくりについて ０件 １件
６ スポーツ活動の環境整備について 44件 １件
７ アスリートの育成について ０件 ０件
８ スポーツの持つ力による地域活性化について １件 ０件
９ スポーツを通じた共生社会の実現について 16件 ２件

合 計 110件 ９件



9

７ 素案に対する県民意見募集及び市町村意見照会の実施結果

３ 意見の反映状況

反映状況区分
件数

県民 市町村

Ａ 計画案に反映したもの ２件 １件

Ｂ 計画案には反映しないが既に取り組んでいるもの １件 ０件

Ｃ 意見の趣旨を今後の取組みの参考とするもの 101件 ２件

Ｄ 計画案に反映できないもの ０件 ０件

Ｅ その他(感想・質問等) ６件 ６件

合 計 110件 ９件
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７ 素案に対する県民意見募集及び市町村意見照会の実施結果

４ 主な意見
＜県民意見＞
「Ａ 計画に反映したもの」

「Ｂ 計画案には反映しないが既に取り組んでいるもの」
○中学、高校の部活指導員を外部委託の取組みを、公立校にも導入すべき。

該当頁 意見内容 計画案への反映

44
スポーツ実施率を高めるために、子どもの関
心から高めていけばいい。大人が子どもと一
緒に運動するイベントをつくったらいい。

計画案に家族で楽しめるスポーツイベントの
開催などの取組を記載した。

47
スポーツ実施率を高めるために、小学校とス
ポーツクラブ等が連携して学校の成績とは関
係なくスポーツをする機会を作り、楽しさを
伝えることが有効だ。

アスリートなどと連携し、主に小学校を対象
とした学校でのスポーツ体験教室の開催につ
いて、計画案に記載した。
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７ 素案に対する県民意見募集及び市町村意見照会の実施結果

「Ｃ 意見の趣旨を今後の取組みの参考とするもの」
○スポーツをもっとしたいと思わせるには楽しさを伝える活動が不可欠。
○部活動の地域移行を成功させるには指導者の質の向上と施設の増加が必要。
○親のスポーツ参加率を上げると、子どもの参加率も上がる。
○地域に気軽に利用できるスポーツをする場所があると通いやすい。
○身近に指導員がいて、誰でも等しく指導を受けられる環境を作ることが重要。
○地域の良さをもっと売り出し、非日常の体験ができるようにするとスポーツの魅力が 増す。
○女性がスポーツに積極的に参加するには、手軽に・身軽に・適度にできることが大切。

「Ｅ その他(感想・質問等)」
○スポーツ推進の展望に書かれている基本目標、数値目標、施策の基本的な方向については、私
の目指す姿とも合致しており、強く同意する。
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７ 素案に対する県民意見募集及び市町村意見照会の実施結果

＜市町村意見＞
「Ａ 計画に反映したもの」

「Ｃ 意見の趣旨を今後の取組みの参考とするもの」
○計画内に「オリンピック憲章」を掲げてみてはどうか。
○SDGｓと施策への関連性を掲げてはどうか。

「Ｅ その他(感想・質問等)」
○県のスポーツ推進計画と市町村のスポーツ推進計画との関係や、スポーツ施策における県と市
町村との役割分担などについて記述する予定はあるか。

該当頁 意見内容 計画案への反映

63 市町村との連携をさらに強化することで、目
標を達成に近づく。

計画案の「多様な主体との連携による地域活
性化」について、市町村など様々な主体との
情報共有や意見交換などを行い連携を図って
いくための場づくりを行なう旨を記載した。
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８ 特にご議論いただきたいポイント① 新規の取組み

ポイント① 新規の取組み

視点１ 誰もが生涯を通じて楽しめるスポーツ活動の推進

【新規】
○ 公立中学校における休日の運動部活動の地域移行（Ｐ46）
○ タレント発掘・育成の支援（Ｐ47）
○ スポーツ医・科学、栄養サポートの支援（Ｐ47）
○ 女性のスポーツ実施への取組促進（Ｐ49）
⇒ 前回素案における「女性が気軽にスポーツに取り組めるきっかけ作り」を名称修正

○ スポーツによる未病改善の実践（Ｐ50）

【名称変更】
○ 生徒のニーズを捉えた部活動の推進（Ｐ46）
○ 「コグニサイズ」による認知症未病改善の実践（Ｐ52）
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８ 特にご議論いただきたいポイント① 新規の取組み

視点２ スポーツ活動を拡げる環境づくりの推進

【新規】
○ 県立スポーツセンターのスポーツ推進拠点としての整備（Ｐ55）
○ 障がい者アスリートの育成・支援（Ｐ60）

【その他】
※ 現行計画の「○ 競技活動の場の提供」を「 ○ 競技活動の場の提供」（国体、
同関東ブロック大会への派遣）と「○ 障がい者の競技活動の場の提供」（障がい者
スポーツ大会の開催等）に分けて記載（Ｐ59）
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８ 特にご議論いただきたいポイント① 新規の取組み

視点３ スポーツの持つ力による地域活性化、共生社会の実現
【新規】

○ スポーツツーリズムの推進（Ｐ63）
○ 多様な主体との連携に向けた場づくり（Ｐ63） ⇒前回素案から追加
○ プロスポーツチーム等との連携（Ｐ63）
○ 県立スポーツセンターなど県有スポーツ施設における合宿や大会の開催（Ｐ63）
○ 東京2020大会のレガシーを継承するための取組み（Ｐ64）
○ ラグビーワールドカップ2019™の機運の承継（Ｐ64）
○「かながわパラスポーツ」の推進（Ｐ66）
○ 県立スポーツセンターを活用した障がい者スポーツの推進（Ｐ66）
○ 女性がスポーツを実施しやすい環境づくり（Ｐ66） ⇒前回素案から追加

【名称変更】
○公益財団法人日本オリンピック委員会（ＪＯＣ）、公益財団法人日本パラスポーツ協会
（ＪＰＳＡ）と連携したスポーツ推進（Ｐ63）
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９ 特にご議論いただきたいポイント② 施策の目標・達成度の指標

ポイント②「施策の目標・達成度の指標」を記載（※前回素案では「検討中」としていたものを記載）
視点③ スポーツの持つ力による地域活性化、スポーツの持つ力による共生社会の実現

７ スポーツの持つ力による地域活性化

8  スポーツを通じた共生社会の実現

施策の目標 県有スポーツ施設における競技団体等の合宿や大会を開催します。

達成度の指標 県立スポーツセンターにおける合宿の実施件数
（参考値）59件（2021）

施策の目標 東京2020大会のレガシーを継承するための取組みを図ります。

達成度の指標 東京2020大会のレガシーを継承するイベント参加者数
（参考値）4,929人（2022） ※2022年11月16日現在

施策の目標 障がい者がスポーツに参加しやすい環境づくりを図ります。

達成度の指標 神奈川県障害者スポーツサポーター養成数（累計）
（参考値）139人（2016） 535人（2021）

施策の目標 県立スポーツセンターを活用した障がい者スポーツの推進に取り組みます。

達成度の指標 県立スポーツセンターにおけるかながわパラスポーツ関係用具の貸出し件数
（参考値） 67件（2021）
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